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三菱電機プラントエンジニアリング株式会社 様

　三菱電機グループの一員として、社会インフラ設備のメンテナンスやリニューアルを幅広く担う三菱電機プラントエンジニ
アリング株式会社（略称：MPEC）。電力、製造業、公共、ビル、交通、など、人々の暮らしを支える同社では、設備のメンテナンスを
中核にエンジニアリング、オペレーション、リニューアルまで多様なソリューションを提供しています。
　同社は2025年9月に、東京都台東区上野の本社および東日本本部のオフィス（以下東京オフィス）を、港区三田の「東京三田
ガーデンタワー」に移転。この移転に際し、新たに34.1型ウルトラワイドモニター「FlexScan EV3450XC」を514台、27型多
機能モニター「FlexScan EV2795」を110台、オフィス業務用途で導入いただきました。また、同時期に同社中部本部には
EV3450XCを50台と、23.8型省電力モニター「FlexScan FLT」を100台導入いただいています。設置作業も当社にて実施しま
した。導入の経緯、選定理由、導入後の感想をご担当者にお聞きしました。

700台を超えるEIZOモニターが職場環境改善に貢献！
国産の高い品質と環境対応が導入の決め手に
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・長く安心して使えるモニターを採用したい。
・フリーアドレスを採用した新オフィスで、社員の好みに合わせてモニターを選べる環境にしたい。
・同社の目指すサステナビリティ方針と親和性の高い、環境配慮型の製品を採用したい。

モニター導入前の要望

・国産の高い品質で故障が少なく、長期的に利用できるモニター環境を構築。
・業務内容に合わせて使用するモニターを選べる環境に。
・省消費電力設計のEIZOモニターで環境負荷低減に貢献。

モニター導入後の効果

職場環境改善がEIZOモニター導入の起点に

　導入のきっかけは、2024年から取組んでいた社員のエンゲージメントを高めるための「職場環境改善」計画です。社員がより
働きやすい環境を実現するために、オフィスのレイアウトや社員が使用する什器・PC機器の見直しを始めました。モニターは
社員が毎日向き合う機器なので重要だと考えていましたが、ケーブルが複数あることでデスク周りが煩雑だったり、長年更新
されていないモニターがあったりと、デスクの整理整頓や作業効率、画面の視認性など複数の課題を感じていました。職場環境
改善の計画とオフィス移転のタイミングが重複し、感じていた課題を解決できるEIZOモニターの採用を決定しました。

「国産品質」と「サステナビリティ」が導入の決め手に

　モニター導入にあたって複数メーカーで比較を行いましたが、その中でEIZOモニターを採用した最大のポイントは国産メー
カーという安心感でした。高い信頼性と耐久性で、長期的に使用できるサステナブルな製品であることは重要です。製品として
の信頼性はもちろん、当社が掲げるサステナビリティ方針との親和性もありました。国産ならではの品質への安心感に加え、消
費電力の低さ、モニター筐体への再生材の採用、プラスチックを使わない梱包材、長期保証など、環境配慮型の製品設計も合わ
せて総合的に評価し、EIZOモニターの採用に至りました。

ウルトラワイドと27型のプレミアムモニターの組み合わせが各部門の業務効率化を支援

　東京オフィスでは、34.1型ウルトラワイドのEV3450XCと27型のEV2795を併用しています。今までマルチモニター環境
で作業してきたエンジニア部門では、ウルトラワイドモデルが高く評価されています。複数の資料を広げて比較しやすくなり、
机にモニターを2台並べていた頃よりも省スペースで効率が上がりました。経理などバックオフィスにおいても、Excelシート
が一覧できるので、「画面が大きいだけで、こんなに仕事が変わるのか」と驚きの声が上がりました。



　一方、27型モデルはデスクの奥行きが浅い席やミーティングスペースに設置しており、設置スペースや業務内容に合わせて
柔軟に活用しています。当社はフリーアドレスを採用しているので、社員は日々、業務内容に応じてどちらかのモニターを選択
できます。社員の好みに合わせて選択できるこの2機種の組み合わせが、結果として社員の高い満足度を生み出したと考えて
います。

　特に評価している両機種の特長は、USB Type-C対応と有線LAN端子を備えている点です。フリーアドレスではノートPC
を持ち歩くことが多いです。両機種の導入により、ノートPCとモニターをUSB Type-Cケーブル1本でつなぐだけで、ノート
PCへの給電・映像出力・ネットワーク接続が完結する環境が整い、フリーアドレスの円滑な運用を後押ししました。机上のケー
ブルが減り、誰がどこで働いても同じ快適さを得られることから、社員の評価も高いです。

モニターにLAN端子を搭載、安定した有線ネットワーク環境を構築



EIZOモニターのデザイン性が最新オフィスに調和

　東京オフィスではホワイトモデルを採用しました。特に白い内装と開放的なデザインを採用しているフロアでは、ホワイト
モデルが自然に馴染み、空間全体の統一感が向上しました。オフィス環境の美しさにもこだわりがありましたので、EIZOモニ
ターはデザイン面でも高く評価しています。

EIZOによるスムーズなモニター導入作業

　東京オフィスと中部本部、両方のモニター導入においてEIZOの設置サービスを利用し、とても心強かったです。ケーブルマ
ネジメントを含む丁寧なモニター設置作業により、総務や移転プロジェクトメンバーの負担が軽減され、「ワンストップで任せ
られた」「整然としたデスク環境が簡単に実現できた」といった声が寄せられました。こうしたサポート体制からも、EIZOモニ
ターの導入は成功だったと言えます。

EIZOでは法人のお客様を対象に、モニターの搬入や設置、不用な付属品の回収などのサービスをご提案しています。
お客様の手間を省き、モニター導入後すぐに業務でお使いいただけます。さらに、ご要望に合わせて、モニターアーム
への取付けや既設モニターの回収など、フレキシブルな対応も可能です。



FLT-Sは棚に保管し、社員がいつでも持ち出して使用できる環境に

中部本部ではEIZOモニターで最も省電力な「FlexScan FLT」を100台導入、
新しい働き方の象徴に

　中部本部では、50台のEV3450XCに加えて、専用のフレキシブルアーム付属モデル「FlexScan FLT」およびデスクスタンド
の付いた持ち運びができるモデル「FLT-S」を合わせて100台導入しました。技術・営業・管理部門など、特定の部署に限らず、
幅広い業務で活用されています。資料作成や図面の修正、日常的な事務作業まで対応できる柔軟性を持ち、フリーアドレスとの
相性の良さを評価しています。

　持ち運びができる「FLT-S」は、軽量設計を高く評価しています。必要に応じてオフィス内の好きな場所に移動して使用でき
る点が大きなメリットです。ノートPCからモニターに給電できるため、モニターやPCの電源ケーブルに縛られない自由な
ワークスペースを実現できます。中部本部が掲げる「配線に縛られない自由なワークスペース」というコンセプトとも一致し、
導入後は業務内容や気分に合わせて場所を選んで作業する社員が増えています。設置が容易でありながら視認性が高く、長時
間の作業でも目が疲れにくいという声も多く聞かれ、期待以上の効果が生まれています。

FlexScan FLTは付属のアームをデスクに取付けて運用



外部機器からの受電駆動に対応し、モニターにACアダプタを接続せずに使用可能

導入後の「目が疲れない、作業効率が上がる」という社員の声

　EIZOモニターの導入後は社員から「目が疲れにくくなった」という声がたくさんあがりました。フリッカーフリーや反射の
少なさが、業務上モニター画面と向き合う時間の長いエンジニアやバックオフィスの社員にとって大きなメリットとなりまし
た。資料の確認や横長のExcel作業で効率がアップしたという声が広がっています。
　省電力モデルのFlexScan FLTでも画質の妥協がなく、どの席で使っても同じ品質が得られる点が好評で、フリーアドレス
の環境下で「その日一番作業しやすい席を選ぶ」という、新しい働き方のスタイルが自然に生まれています。

全国へ波及するEIZOモニターの導入

　東京オフィス・中部本部の導入後は、他の拠点からも「EIZOモニターを使いたい」という声が増え、社内で大きな反響があり
ました。九州本部や全国各地にある支社など他拠点にも導入の輪が広がり続けており、会社全体でEIZOモニターを活用した快
適な作業環境づくりが加速しています。視認性の高さ、疲れ目の軽減、柔軟なレイアウト性、そして国産品質による安心感。こう
した価値が社員の働きやすさを支え、新しい働き方の定着につながっていると考えます。全国に広がる導入実績は、その効果の
確かさを物語っており、業務を支える標準機としてEIZOモニターが定着しつつあります。EIZOモニターの大規模導入は、当社
の業務改革・働き方改革を後押しする大きな取組みとなったと強く感じています。

　専用アーム付属モデルは、さまざまな場所に設置され、誰でも使える標準環境として浸透しています。一方、FLT-Sは必要な
時に持ち運んで使えるモニターという認識が社内に浸透しており、この二つのモデルを併用することで多様な働き方に対応で
きる運用体制が整いました。



■ご協力
三菱電機プラントエンジニアリング株式会社
ホームページ：https://www.mpec.co.jp/

■導入製品
三菱電機プラントエンジニアリング株式会社
本社、東日本本部
FlexScan EV3450XC（34.1型 3440×1440） 514台
FlexScan EV2795（27.0型 2560×1440） 110台

中部本部
FlexScan EV3450XC（34.1型 3440×1440） 50台
FlexScan FLT（23.8型 1920×1080） 100台

〒924-8566  石川県白山市下柏野町153番地

本事例の内容は取材当時のものであり、閲覧時点で変更されている可能性があります。ご了承ください。
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製品に関するお問合せ　　受付時間  月～金 9：30～17：00（祝日、当社休業日を除く）

映像ソリューション営業部　03-5764-3401
札幌営業所 011-737-6601
大阪営業所 06-4807-7707

仙台営業所 022-212-8751
広島営業所 082-535-7701

名古屋営業所 052-232-7701
高松営業所 087-869-0877

北陸営業所 076-277-6790
福岡営業所 092-715-7706


